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日本学校歯科医会
「生涯研修制度」について

理事
千 葉 順 一

日頃から会員の先生方には学校歯科保健活動

にご尽力・ご協力いただき、誠にありがとござ

います。この季節、学校保健計画においては毎

年 定期健康診断の時期となります。学校保健施

行規則により、毎年６月30日までに行うものと

されていますので、学校歯科医の先生方は健康

診断をほぼ終了されていることと思います。ま

た、その健診結果の通知は健診後21日以内に発

行されますので、幼児、児童・生徒のかかりつ

け歯科医の先生方は、今後の事後措置や指導等

のご協力をよろしくお願いいたします。

現在の学校歯科保健は、疾病重視の保健管理

から、歯・口の健康づくりを基本に、生活習慣

の確立を図り生涯を通じて「生きる力」の育成

を目指す保健教育が主体となっています。すな

わち、家庭における健康観察を踏まえ、学校生

活を送るにあたり支障があるかどうかについて

疾病をスクリーニングし健康状態を把握すると

いう役割と、健康課題を明らかにし子供の自己

管理能力を育て健康教育に役立てるという２つ

の役割があります。

それらを達成するためには、学校歯科医は歯

科医師としての専門性を活かしながら教育者と

しての資質を備え、積極的に学校歯科保健活動

を推進する必要があることから、日本学校歯科

医会（以下、日学歯）では、生涯にわたってそ

の資質の向上を図ることを目的に、平成21年４

月より基礎研修を、さらに平成25年度からはよ

り実践的な専門研修を実施しています。

基礎研修の主催は日学歯および加盟団体であ

り、本会でも日学歯との併催で毎年（１月から

３月ごろ）会員の先生方を対象に基礎研修を開

催し、基礎研修修了証を発行していますが、平

成29年度に、基礎研修修了証の有効期間が変更

され、また新たに更新研修が設けられるなど、

日学歯生涯研修制度にいくつかの変更点（以下

※１．※２．※３．）がありましたので、それ

らの概要を踏まえ、それぞれの研修内容につい

て説明させていただきます。

基礎研修

主　　催：日本学校歯科医会および加盟団体

受講資格： ①日学歯正会員

　　　　　②加盟団体が推薦する者

　　　　　③日学歯理事会で承認を得た者

研修内容： 「保健概念」「保健教育」「保健

管理」「組織活動」に関する講義

を受講し、基礎的事項について研

修する。

修 了 者 ： 受講修了した正会員には「基礎研
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修修了証」を交付し、本人承諾の

もと日学歯ホームページで氏名を

公開する。

有効期間： 基礎研修修了証の有効期限は修了

年度から10年間とする。

※１． 当初より有効期間は受講した翌年度か

ら７年間であったが、平成29年度から

10年間とする。学習指導要項等の見直

しがほぼ10年に１回行われることに合

わせ、基礎研修を更新する先生は有効

期間内に新設の更新研修を受講する。

※２． 受講履歴は、日学歯HP＞会員のみな

さま＞受講年度検索システムで、氏名

を入力すると検索できます（「会員の

みなさま」はユーザー名とパスワード

が必要ですので、ご不明の先生は日学

歯へお問合せください。日学歯TEL：

03-3263-9330）。

　

更新研修

主　　催：日本学校歯科医会および加盟団体

受講資格：①基礎研修を修了した正会員

　　　　　②加盟団体が推薦する者

　　　　　③日学歯理事会で承認を得た者

研修内容： 学校歯科保健に関する新たな事柄

や各種法令などに基づく変更点に

ついて研修する。

修了証明： 受講修了した正会員には「更新研

修修了証」を交付し、本人承諾の

もと日学歯ホームページで氏名を

公開する。

有効期間： 更新研修修了証の有効期限は修了

年度から10年間とする。

※３． 平成29年に限り基礎研修会の受講を

もって更新研修修了としましたが、平

成30年度からは基礎研修と別開催とな

る予定です。まだ不確定な部分も多い

ため、今後の予定については決まり次

第別途ご案内させていただきます。

専門研修

主　　催：日本学校歯科医会

受講資格： 基礎研修または更新研修を修了し

た日学歯正会員

研修内容： 自身の実践活動をより充実させる

とともに、地域での学校歯科保健

を推進、指導する役割を担うこと

ができる資質を身に付けることを

目的に「保健教育」「保健管理」

「組織活動」の３領域に関する講

義・ワークショップ等、より実践

的な内容について研修する。　

修 了 者 ： 受講修了者には、受講領域ごとに

「専門研修領域別受講修了証」を

交付する。基礎研修または更新研

修有効期間内に３領域すべての受

講を終了した者には「生涯研修登

録学校歯科医証」を交付し、希望

者には有料で「携帯用生涯研修登

録学校医証」を交付する。

有効期間： 生涯研修登録学校歯科医証の有効

期限は修了年度から10年間とす

る。

本年度の専門研修は、４月24日付 茨歯発第60

号で案内しています。各３領域の研修会はそれ

ぞれ申し込み期間、開催日が異なりますので、

日学歯HPで確認の上、日学歯へ直接お申し込み

ください。

日本学校歯科医会は、学校歯科医を主たる会

員とし、幼児、児童生徒の歯科保健向上を目指
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して昭和７年に組織され、全国約24,000名が所

属する学校歯科保健に関わる専門団体です。本

会の学校歯科医の先生方も多数入会されていま

すが、日学歯未入会の学校歯科医の先生方もま

だまだいらっしゃいます。

平成26年には学校保健安全施行規則が一部改

正され、平成27年には「学校歯科医の活動指針

平成27年改訂版」が発行され、以降の基礎研修

会は、これらの内容に重点が置かれていますの

で、日学歯未入会の学校歯科医の先生方には、

是非とも入会（本会事務局を通してお申し込み

ください。茨歯会事務局TEL：029-52-2561）

され、既に日学歯会員の先生方々ともども、基

礎研修会へのご参加をお願いいたします。

また、既に基礎研修を受講の先生方も更新研

修、専門研修へのご参加のご検討をお願いいた

します。

学校保健の健康課題としては、近年、基本的

生活習慣の確立、がん教育、性に関する指導、

心肺蘇生法、薬物乱用防止教育、アレルギー疾

患への対応、食育の推進、学校教職員ストレス

チェック事業などが主体となっています。この

中で歯科保健は、実際に口の中が確認でき子ど

もが変化を理解しやすい特徴があり、食育を含

めた自己管理能力・基礎生活習慣の確立などの

健康教育に重要な役割を果たします。

また、糖尿病などの生活習慣病や健康寿命

と、歯科疾患・口腔機能との関連性のエビデン

スが確立されつつある現在、学童期から各年齢

のライフステージに沿った健康管理、健康教育

が重要です。

学校歯科医、かかりつけ歯科医の先生方の学

校歯科保健活動へのご協力を重ねてお願い申し

上げます。
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第２回理事会

日　時　平成30年５月17日（木）４時

場　所　茨城県歯科医師会館　会議室

報告者　増本章典

１．開　　会

２．会長挨拶

３．監査報告

４．報　　告

（1）一般会務報告

（2）【県医師会】生活習慣病予防対策推進事業

中央地区健康

フォーラムの後援について

例年通り後援することとした。

（3）開業予定の歯科医院について

（4）疾病共済の支払いについて

日立地区　　　１名　　23日

つくば地区　　１名　　19日、31日、74日

鹿行地区　　　１名　　15日

県南地区　　　１名　　117日

西南地区　　　１名　　27日、31日

（5）睡眠時無呼吸症地区連絡役の決定状況

（6）フッ化物洗口出張説明会

（7）委員会報告

医療管理委員会：関東信越国税局管内税務

指導者協議会日程について

広報委員会：茨歯会報の入稿を20日厳守と

することの確認

専門学校

５．協議事項

（1）入会申込みの受理について

柳田　佳代子　先生　東西茨城地区

１種　日歯大卒　　承認

布瀬川　明博　先生　鹿行地区

１種　日大松戸卒　承認

鈴木　崇嗣　　先生　土浦石岡地区

２種　東北大歯卒　承認

今村　由紀　　先生　つくば地区

１種　医歯大卒　　承認

小林　孝誌　　先生　つくば地区

１種　東歯大卒　　承認

大谷津　幸生　先生　県西地区

２種　日歯大卒　　承認

（2）第165回定時代議員会について

承認

（3）平成29年度備品の廃棄処分について

承認

（4）平成29年度茨城県心身障害者（児）歯科診

療所運営費補助金実績報告書（案）について 

承認

（5）睡眠時無呼吸症医科歯科連携登録内容の確

認

承認
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（6）災害共済（見舞金）の扱いに関する細則の

変更案

継続審議

（7）１種会員の子息等が施設の管理者となる場

合の入会扱いについての規程の再校

その都度理事会で決定し、事例を事務局に

て保管することで承認

（8）福井国体視察（委員派遣）について

承認

（9）スポーツデンティスト（IBSD）ユニ

フォームについて

継続審議

（10）その他

○行事予定について

平成30年５月19日（土）第18回日本ス

ポーツ・健康づくり歯学協議会

平成30年６月７日 （木） 第３回理事会

平成30年６月21日（木）第165回定時代議

員会
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　５月１７日 　第１回備品・消耗品監査を執行。土浦センターと茨歯会館にて、土地、建物、備品、消耗

品の管理保管並びに整備状況について監査を行った。

 　出席者　鈴木監事ほか７名

　５月１７日 　第１回業務会計監査を執行。業務並びに制度に関する監査（２月１日～３月31日）、会計

に関する監査（平成29年度収支決算）を行った。

 　出席者　鈴木監事ほか７名

　５月１７日 　第２回理事会を開催。入会申込みの受理、第163回定時代議員会、平成29年度備品の廃棄

処分、平成29年度心身障害者（児）歯科診療所運営費補助金実績報告書（案）、睡眠時無

呼吸症医科歯科連携登録内容の確認、災害共済（見舞金）の扱いに関する細則の変更案、１

種会員の子息等が施設の管理者となる場合の入会扱いについての規程の再校、福井国体視察

（委員派遣）、スポーツデンティスト（IBSD）ユニフォームについて協議を行った。

 　出席者　森永会長ほか17名

　５月１７日 　県学校保健会理事会が県メディカルセンターにて開催され、平成29年度事業報告並びに決

算報告ほかについて協議が行われた。

 　出席者　森永学校保健会副会長ほか３名

　５月１７日 　第１回茨城型地域包括ケアシステム推進センター運営協議会が県医師会にて開催された。

 　出席者　森永会長

　５月１９日 　日本スポーツ・健康づくり歯学協議会を当番県として「ホテルレイクビュー水戸」にて開

催。平成29年度事業報告、歯学協議会役員などの報告、日本スポーツ・健康づくり歯学協議

会の後の在り方について協議を行った後、日本大学松戸歯学部特任教授の川良美佐雄先生が

「日本スポーツ界への貢献を考える」をテーマに講演された。

 　参加者　81名

　５月２０日 　日本スポーツ歯科医学会認定マウスガード講習会を開催。かながわスポーツ・健康づくり歯

学協議会の先生方を講師としてお招きし、マルチレイヤーマウスガードの製作実習を行った。

 　受講者　21名

　５月２１日 　第２回県保健所再編検討懇話会が県総合福祉会館にて開催され、具体的な在り方、実施時

期について協議が行われた。

 　出席者　森永会長

　５月２４日 　日歯認定歯科助手講習会の第１回目を開催。開講式の後、「歯科助手の心得」の講義が行

われ、その後「一般教養」についてマナー講師の中村八恵子先生が講義された。

 　受講者　49名

　５月２４日 　第１回医療管理委員会を開催。歯科衛生士復職講習会、スタッフセミナー、後継者のいな
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い歯科医院の斡旋事業について協議を行った。

 　出席者　大字医療管理部長ほか10名

　５月２４日 　新規指定・指定更新集団指導が県民文化センター小ホールにて開催された。

 　対象医療機関数　202

　５月２４日 　第２回広報委員会を開催。会報６月号の校正、会報７月号の編集について協議を行った。

 　出席者　柴岡広報部長ほか６名

　５月２５日 　都道府県会長会議が日歯会館にて開催され、時局問題について協議を行った。

 　出席者　森永会長

　５月２５日 　第１回オープンキャンパスを実施。歯科衛生士科に22名、歯科技工士科に５名の参加があった。

　５月２５日 　関東信越厚生局地方社会保険医療協議会に関する連絡協議会が東京都歯科医師会会議室に

て開催され、各提出協議題について協議が行われた。

 　出席者　榊常務

　５月２５日 　茨城をたべよう運動推進協議会がホテル・ザ・ウエストヒルズ・水戸にて開催された。

 　出席者　藤田

　５月２９日 　県栄養士会定時総会が県民文化センターにて開催された。

 　出席者　黒澤副会長

　５月２９日 　第１回日学歯予算決算特別委員会が日歯会館にて開催された。

 　出席者　森永日学歯総会議長

　５月３０日 　第２回日歯予算決算特別委員会が日歯会館にて開催され、第188回定時代議員会提出議案

の審査ほかについて協議が行われた。

 　出席者　征矢日歯予算決算特別委員ほか１名

　５月３１日 　関東地区歯科医師会会長・専務理事・事務局長会議が日歯会館にて開催され、平成30年度

関東地区歯科医師会関係諸会議の開催計画ほかについて協議が行われた。

 　出席者　森永会長ほか２名

　６月　１日 　第３回日歯議事運営特別委員会が日歯会館にて開催され、第188回定時代議員会の議事運

営ほかについて協議が行われた。

 　出席者　森永日歯代議員会副議長

　６月　３日 　恒例の春のテニス大会が霞ヶ浦総合運動公園水郷テニスコートにて開催された。

 　参加者　16名

　６月　４日 　茨城政経懇話会６月例会がホテル テラス ザ ガーデン 水戸にて開催された。

 　出席者　森永会長

　６月　５日 　日歯予算決算特別委員会第２回小委員会が日歯会館にて開催され、報告書の作成について

協議が行われた。

 　出席者　征矢日歯予算決算特別委員

　６月　６日 　第１回ケアプラン適正化検証委員会がホテルレイクビュー水戸にて開催され、本県におけ

るケアマネジメントの現状・課題ほかについて協議が行われた。

 　出席者　小野寺理事

茨歯会報 7

589



地域保健担当理事　　北見　英理

日本歯科医師会公開フォーラム
「多職種による母子保健の推進～歯科からの提案～」

に参加して

平成30年５月20日（日）日本歯科医師会館にて

行われた標記の公開フォーラムに参加しましたの

で報告いたします。

◎特別講演

演題：親子関係と子ども虐待

講師：国立成育医療研究センター

　　　こころの診療部部長　奥山眞紀子先生

・ 日本にはまだ懲戒権があり、法務省が一部の

体罰を含むとしている。体罰が子の利益にな

ることはなく、体罰以外で躾は可能である。

　➡ パンフレット（子どもを健やかに育むため

に～愛の鞭ゼロ作戦～）を紹介

・ 逆境的小児期体験（ACEs）によって、寿命が

20年近く短いという論文もある。

・ ルーマニアの「チャウシェスクの子どもた

ち」を紹介

　➡ 60年代から80年代末にかけて、共産党の

チャウシェスクによる独裁政権下で行われ

た「産めよ殖やせよ」政策。

・アタッチメントとは

　 　もともと発達心理学という心理学の学問領

域における専門用語で、イギリスの児童精神

医学者ジョン・ボウルビーが、1960年代に

「アタッチメント理論（愛着理論）」として

提唱した。　➡　詳細の説明があった。子育

ては、『いかにして良いアタッチメントを築

くか』に尽きる。

・子ども虐待の予防

　 　①全体の予防　②妊娠期からの予防　③リ

スクのある親、家族への支援　④早期発見、

早期支援　⑤在宅支援　⑥分離時の支援

・リプロダクションサイクルについて

　 　国立成育医療研究センターは受精・妊娠に

始まり、胎児期、新生児期、乳児期、学童

期、思春期を経て次世代を育成する成人期へ

と至るリプロダクションによってつながれた

ライフサイクルに生じる疾患（成育疾患）に

関する医療（成育医療）と研究を推進するた

めに設立された。　➡　詳細はHP参照

◎基調講演

演題：子育て期における医科歯科連携について

講師：大阪府立病院機構　大阪母子医療センター

　　　 母子保健情報センター　顧問／母子保健

推進会議　会長　佐藤拓代先生

・子どもを育てるということ

　 　出てきた花芽を摘むのではなく、むりやり
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伸ばすのでもなく、ほどほどの子育て“good  

enough”で、持って生まれた力を存分に発揮

できる子育てを、親の当事者責任ではなく、

社会が行う必要がある。

・母子保健の現状

　 　平成28年に母子保健法改正で位置づけられ

た子育て世代包括支援センター（法律上は母

子健康包括支援センター）（資料１）は、自

治体が設置し平成32年度末までの全国展開を

目指している（参考例として、フィンランド

のネウボラを紹介）。

・ 医科歯科の連携が求められるのは、生活その

ものの問題、子育ての問題が把握されたとき

の連携である。乳歯のむし歯が放置されてい

る事例では、自主的に歯科に連れてくること

はない。医科で何らかの疾患で口腔内の問題

が把握され、歯科に紹介受診するときに、子

どもに関心が薄く自分のことだけで精一杯の

貧困やネグレクトの場合には、親に対しては

連れてきたことをほめる、子どもに対しては

よく頑張ったねとほめることであり、「どう

してこんなになるまでほって置いたのか」と

問い詰めることは百害あって一利もない。

◎講演Ⅰ

演題：口腔機能発達評価マニュアルについて

講師： 日本小児歯科学会理事長／神奈川歯科大

学小児歯科学分野　教授　木本茂成先生

・ 口腔機能発達評価マニュアルは、ダウンロー

ドしてください。

・ 口腔機能発達不全症や口腔機能低下症につい

ては、日本歯科医学会HPを参照。

・食の問題の要因別アプローチ

　　① 歯列咬合に問題があり、咀嚼機能の障害

を生じているケース

　　　➡歯科治療による改善（歯科医師）

　　② 歯列咬合に問題はないが、摂食嚥下機能

に障害のあるケース

　　　➡ 摂食嚥下指導による改善（歯科医師、

歯科衛生士など）

　　③ 咀嚼機能や嚥下機能に障害はないが、食

行動や食習慣に問題のあるケース

　　　➡保育士、養護教諭、教員・・・

　　④ 成長に即した栄養や食品の調理などにつ

いて、保護者に対する支援が必要なケース

　　　➡栄養士、調理師・・・

　 　地域に密着した生活の場で改善を図るた

め、行政、学校、幼稚園、保育所などで、保護

者を中心とした子育ての支援が必要とされる。

・結びとして

　① 健康長寿社会の実現に向けて成長発達期の

口腔機能の育成が、重要な鍵となる。

　② 歯科医師が子どもの食の支援者となるに

は、歯科医師自身が摂食機能向上の担い手

であることを、広く国民に啓発する必要が

ある。

　③ 子どもの口腔機能の発達と歯列咬合の育成

は表裏一体であり、食生活全般の支援を行

う多職種による連携体制が必要である。

　④ 保護者が抱えている子どもに関する問題を

多角的に捉え、的確な支援を行うため、子

育ての支援者となる多職種が連携すること
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が重要である。

◎講演Ⅱ

演題： 多摩地区の地域連携例（在宅療養児）に

ついて

講師： 日本歯科大学　口腔リハビリテーション

多摩クリニック

　　　口腔リハビリテーション科長

田村文誉先生

・ 医科においては、重度の医療的ケアを要する

小児等の在宅医療の推進が急速になされてい

る。多摩地区では、「東京療育ネットワー

ク」が立ち上がっている。

・ 歯科においては、在宅療養している子どもたち

（障害児、有病児）のほとんどが、口腔ケアや

摂食機能療法等の医療を必要としているにも

かかわらず、歯科的支援に繋がっていない。

・ 2015年１月「多摩小児在宅歯科医療連携ネッ

ト」（たましょうしネット）を立ち上げた

（HP参照）。

・ 地域の歯科医院では口腔内診査やスクリーニ

ングを行い、疾患があった場合、地域の後方

支援病院の歯科に依頼する。治療後は地域の

歯科医院でメンテナンスや予防に努める。こ

のような連携ネットワークが必要と思われる。

・ 重症児の診療は極めて困難で、歯石除去で

あっても誤嚥につながることも危惧され、医

療事故を起こさないためにも医科との連携は

不可欠である。

◎講演Ⅲ

演題： 保健所における子どもの支援～多職種連

携の観点から～

講師： 荒川区　健康部長／保健所長　倉橋俊至

先生

・荒川区の概要と保健活動

・事例紹介

　ⅰ） 定期的な歯科検診が支援の機会となって

いる母子の例

　ⅱ） 歯科医療機関が母のリストカットに気づ

いた例　など

◎パネルディスカッション

　①日本医師会　常任理事　温泉川梅代先生

　　・成育の概念

　②その他

　　・母子健康手帳　歯科健診は100％ではない

　　・ 市町村において、歯科の相談窓口がわか

らないところもある

　　・ 保健師の育成　業務分担制ではなく地域

担当制へ

　　・ まずは、地域連携よりも医療間連携のほ

うがやりやすいのでは

　　・二人主治医制の推進

　　・個食、孤食の問題

　　・う蝕と歯周病にプラス口腔機能
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「多職種による母子保健の推進～歯科からの提

案～」と題してフォーラムが行われましたが、提

案と言うよりは、やっと第１歩を踏み出したと感

じました。また、平成28年に母子保健法改正で

位置づけられた子育て世代包括支援センターは、

地域市町村によっても異なるが、マネジメントを

考えると、保健師等を配置してきめ細かな相談支

援等を行うことにより地域における子育て世代の

「安心感」を醸成することが主な目的とのことで

した。現在のところ、このセンターに歯科の参画

はあまりなく、私たち歯科関係者も多職種に理解

されるよう歯科ができることを示し、センターの

概要ももっと知るなど、アンテナを高くする必要

があると感じました。
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地域保健委員会　　深谷　聖

岩手県歯科医師会主催第13回
「8020健康フェスタ」に参加して

６月３日（日）岩手県歯科医師会館において、

第13回8020健康フェスタに参加してきました。６

月２日、３日と盛岡市では東北絆祭りが開催され

ており、最高気温が30℃とお祭りには最高の天候

でしたが、岩手県歯科医師会館も沢山の参加者で

賑わいました。

朝10時から岩手県歯科医師会館で健康フェスタ

が開始されました。まず私は、佐藤保岩手県歯科

医師会長や地域保健担当常務理事である前川洋先

生にご挨拶し、10時30分から５階8020大ホールに

て、米村でんじろうサイエンスプロダクション所

属の海老谷浩氏のサイエンスショーに参加しまし

た。親子連れや歯科衛生士学校の学生ら沢山の参

加者で、サイエンスショーを楽しみました。

体験学習コーナー（４階歯科診療センター）や

おねえさんとお口の健康を学ぼう（４階第３会議

室）も見学させていただきました。岩手県歯科医

師会地域保健担当の歯科医師が熱心に来場者に対

応していたのが印象的でした。

13時30分からはいよいよ三ヶ田礼一氏（アル

ベールビルオリンピック金メダリスト）の「挑戦

してみよう岩手から世界へ～夢を叶えるために

～」の特別講演です。三ヶ田礼一氏は、12時前に

30℃の炎天下の中、自転車で歯科医師会館まで来

られました。

岩手医科大学歯学部の先輩の鈴木卓哉学術ス

ポーツ歯科担当常務理事の特別の計らいで、岩手

県歯科医師会長室で昼食を取りながら、三ヶ田礼

一氏と懇談することができました。三ヶ田礼一氏

の金メダルを見せていただき、金メダリスト本人

に首にかけていただき、一緒に写真を撮らせてい

ただきました。

余談ですが、まだ面識の無かった大黒英貴岩手

県歯科医師会副会長に初対面でお会いした時、私

を見て、「三ヶ田さんのボディーガードの方です

か？」と言われてしまいました（笑）。
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さて、三ヶ田礼一氏の講演が始まりました。

三ヶ田氏が勤務している岩手県体育協会で、小

学４年生、５年生を対象に「いわてスーパーキッ

ズ」への取り組みを11年前から実施しており、

岩手スーパーキッズに選出された児童が今年２月

に韓国で行われたピョンチャンでメダルを取るな

ど、素晴らしい実績が出ている話や最後に夢を叶

えるためには「最後までやりきること」で講演を

締め、とても素晴らしい講演でした。　　　　　

講演会終了後に、参加された皆さんに金メダルを

披露していた三ヶ田氏の謙虚さが印象的でした。

来年は茨城国体、ラグビーワールドカップ日本

開催、再来年には東京オリンピックとスポーツイ

ベントが目白押しでございますので、是非三ヶ田

礼一氏に茨城県でも特別講演をお願いしたいと思

う次第であります。
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第51回関東地区歯科医師親善ゴルフ大会
茨城県団体戦健闘して準優勝なる

今年も恒例の関ブロゴルフ大会が、５月31日

（木）茨城県の当番で、江戸崎カントリークラブ

東コースで１都７県157名の歯科医師が参加し開催

されました。江戸崎カントリークラブは、開場50

年余りの名門コースで、東コースと南コースの36

ホールあるうち、今回はメインコースの東コース

のみを使用しました。松林でセパレートされ、比

較的平坦で、ミドルホールの距離がたっぷりある

風格あるコースでした。

８年おきに廻ってくる当番県として、大会成功

に向け２年前から準備委員会を立ち上げ、開催ゴ

ルフ場の選定、開催日の決定から検討を重ねまし

た。圏央道の開通など交通の便の良さ、ゴルフ場

との交渉に融通のきくメンバーがいることがポイ

ントとなりました。一年前からは実行委員会に格

上げし、主に６名のIDC会員で準備しました。競

技方法（エントリー数、シニアと一般のすみ分

け、使用ティ、スコア集計、練習ボール等）の決

定、大会要項の印刷発送、参加賞、上位入賞者、

キャディ謝礼品の選定、表彰式と懇親会の式次

第、ウェイティングの飲み物・つまみ品の準備、

当日の受付担当などでしたが、IDC会員、県歯厚

生委員の先生方にもご協力をいただき、チーム

ワークよく無事終えることができました。

前日夜は雨、当日も天気予報では曇りのち雨、

落雷の可能性もとのことで大変心配しましたが、

終日雨も風もなく好スコアが続出しました。70台

でラウンドした選手が実に24名、ベスグロは埼玉

県の選手で72ストロークでした。

今年の各県対抗戦は、シニア枠（60歳以上）８

名エントリーのうちグロス上位４名、一般枠（年

齢制限なし）10名エントリーのうちグロス上位６

名ずつの計10名の合計で争われました。今年も優

勝は埼玉県でした（ここ数年連続で優勝）。10名

の合計が700台の優勝は久しぶりかと思います。前

年の烏山城CCは900台でした。ラウンド時間がか

かりすぎないように、やや易しめのピン位置等を

ゴルフ場にお願いしました。本県は地元開催の利

を発揮したか、８年前の宍戸ヒルズ以来の準優勝

を勝ち取りました（２位が最高でいまだ残念なが

ら優勝は一度もなし）。

大会実行委員長　　柴原　宏一郎
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個人戦は全員を対象に新ぺリア方式で集計さ

れ、上位30位までとBB賞、10位ごとの飛び賞と

BM賞レディス賞の選手が表彰されました。本県で

は、５位に荒野先生、６位に色川敦士先生、７位

に徳永先生、19位に林先生、22位に米川先生、28

位に草野先生が入賞されました。

今回の大会には、茨城県歯科医師会から助成金

をいただき、また森永会長からは会長賞の提供も

いただき感謝申し上げます。会長賞は第51回とい

うことで51位の選手に、増本厚生担当理事より授

与されました。

来年は千葉県の当番で、５月30日（木）鶴舞CC

で開催予定です。

最近はゴルフ人口の減少、プレー者の高齢化の

問題もありますが、毎年名門コースで開催される

この大会の参加を楽しみにしている関東地区の先

生方も多いので、継続されることを望みます。ま

た茨歯会厚生部の事業の一つになっておりますの

で、会員各位のご協力を切にお願い申し上げま

す。

成績表

団体戦　シニア枠上位４名一般枠上位６名の合計

１位　埼玉県　　　788ストローク

２位　茨城県　　　797ストローク

３位　栃木県　　　808ストローク

４位　神奈川県　　817ストローク

５位　東京都　　　819ストローク

６位　千葉県　　　824ストローク

７位　群馬県　　　835ストローク

８位　山梨県　　　857ストローク

団体戦に貢献した本県選手のスコア

シニア枠

徳永一充（つくば）　　　77

高野俊行（土浦石岡）　　79

小川修二（県南）　　　　79

平尾　修（県南）　　　　80

一般枠

千葉順一（土浦石岡）　　78

茶園基史（土浦石岡）　　79

小野瀬弘記（県南）　　　79

大嵜哲也（鹿行）　　　　79

草野廣幸（鹿行）　　　　83

増本章典（日立）　　　　84
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平成30年６月10日（日）（公社）茨城県歯科医師

会主催の第１回障害児・者歯科講演会が開催され

ました。今回は「地域で診る障害児・者の食べる

機能の障害」と題して、弘中祥司先生（昭和大学

歯学部スペシャルニーズ口腔医学講座口腔衛生学

部門教授）にご講演いただきました。 本講演会に

は歯科関係者以外に障害児・者に携わる多職種の

方および患者家族など116名の受講者の皆様にご来

場いただき、熱心に拝聴されていました。講演終

了後には参加者と活発な質疑応答が交わされ、盛

会のうちに終了しました。本講演会について、ア

ンケート結果をもとにご報告します。

講演内容の要旨

食べる飲み込む機能は、生後に学習して獲得す

る機能であり、プログラミングされた機能ではあ

りません。生後、授乳期～離乳期～自食期へと、

食行動（自発的行動・遊び）と食環境（養育者・

場所）の相互作用によって学習される機能です。

したがって、食べる機能は「食べること」によっ

てより効率よく習熟されます。

摂食嚥下機能は、出生後からすぐに生育環境・

食環境や口腔の感覚－運動体験をとおして、新た

な機能を獲得しながら発達する運動機能でもあり

ます。したがって、摂食嚥下機能の発達は、他の

全身の発達と同様に感覚運動系の発達をなすとい

われており、感覚刺激（主として触圧覚）に対し

て引き出される種々の運動・動作を食べる目的に

合った動作（機能）に統合させることで営まれる

随意運動です。摂食嚥下機能に関わる機能の多く

は、乳幼児期に獲得されます。同時に口腔・咽頭

部の形態の成長が著しい時期であり、形態的な成

長変化とともに機能発達がなされるが、反対にそ

の学習時期に負の因子が加わる事によって、障害

児・者の摂食嚥下機能障害は発生します。

また我々障害者歯科の分野では齲蝕の減少に伴

い、障害児の治療は、食支援に注目が集まってい

ます。食支援や「食育」という言葉は耳にする事

が多いのですが、園や学校歯科医でない限り直接

関わることは少なく、歯科医療関係者の関わりが

いまひとつ理解しにくいと思われている方も多い

（公社）茨城県歯科医師会主催

第１回障害児・者歯科講演会報告

（公社）茨城県歯科医師会　口腔センター水戸

関口　浩、村居　幸夫、征矢　亘、森永　和男

講師　弘中祥司先生
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と思います。現在、口腔機能発達不全症という新

病名を日本歯科医師会・日本歯科医学会が導入し

ており、これからの歯科医療に新たな考え方が浸

透されることを楽しみにしています。

今回は、私どもの教室で取組んでいる研究・臨

床を通じて、支援の在り方を皆様と考えたいと思

います。

アンケート集計結果

受講された方々には所定のアンケート用紙に無

記名で記載をお願いし、会終了後に回収しました。

アンケートを集計し、その結果をまとめたので報

告します。

１）受講者数とアンケート回収率

受講者数は116名であり、アンケート提出者数は

90名で回収率は77.6％でした。

２）性別・年齢

性別は女性84名（93.3％）、男性６名（6.7％）で

した。年齢は40歳代が23名（25.6％）と最も多く、

次いで、20歳代が22名（24.4％）、50歳代が21名

（23.3％）、30歳代18名（20.0％）、60歳代６名

（6.7％）、の順でした。

３）職種

受講者の職種の一覧を表１に示します。

４）受講者の評価

講演内容に対する受講者の評価を表２に示しま

す。

「非常に良かった」が20名（66.7％）で、７割近

くを占めていました。

受講者の感想・意見

・障害のある方だけでなく、健康な方についての

話もあり、０歳から食べる機能について考えな

いといけないなど自分が思っていた間違った考

えがあったので、とても勉強になりました。

・障害児だけでなく摂食に問題がある子供の参考

になり大変勉強になりました。

・通園施設に勤務しています。具体的に年齢や支

援方法等伝えていただき、すぐに実践できるこ

とが多かったので、明日からの食事が楽しみに

なりました。

・貴重なご講演を聞く事が出来、大変勉強になり

ました。適切な発達時期（段階）に合わせた指

導や練習が重要であると改めて感じました。

表１　受講者の職種

職　種 名（％）

保育士・保育助手

歯科衛生士

保育教諭

生活支援員など

看護師

歯科医師

管理栄養士・栄養士

教諭

施設職員

保護者

介護福祉士

保健師

栄養教諭

調理師

言語聴覚士

理学療法士

行政関係

計

17（20.2）

16（19.0）

7（  8.3）

7（  8.3）

7（  8.3）

6（  7.1）

6（  7.1）

3（  3.6）

3（  3.6）

3（  3.6）

2（  2.4）

2（  2.4）

1（  1.2）

1（  1.2）

1（  1.2）

1（  1.2）

1（  1.2）

84（100）

表２　受講者による評価

評　価 名（％）

※無記入者６名を除く

非常に良かった

良かった

計

73（81.1）

17（18.9）

90（100）
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・具体的でわかりやすく良かった。口の中の温度

変化で食べさせることや、氷の上のプリンと砂

の上のプリンの様子、アスペルガーの子のミル

ク～食事等…いろいろ良かったです。

・年齢別にどんなことに気を付けるかよく分かり

ました。今子どもにしてあげられること（食内

容や訓練）を頑張ります。

・高齢者とは違い子どもは発達にともない口腔内

の状況が変化し、摂食の状況（問題）も変化す

ることが勉強になり、また、それに対応するこ

との難しさも感じました。

・口の中の発達するタイミングと離乳食の関連性

について大切なことが分かりました。障害の有

無に関わらず、発達に合わせてのかかわり方を

さらに学びたいと思います。

・茨城県でも障害を持つ子供に早くから摂食指導

を受けられるシステムが必要と感じた。医師や

病院との連携が必要だと思う。

・11ヶ月の子全員を見る食べ方相談はとてもいい

アイディアだと思う。

長年にわたる臨床経験と知識および研究成果に

もとづいた弘中先生の講演は、とても説得力があ

り、かつ有益なものでした。摂食に問題のある子

ども達に対する対応に悩む保護者や医療、支援の

現場にいる施設の職員方にとって、今回の講習会

は種々な問題・疑問の解決に役立つ内容であった

と思います。

今後も受講者の方々の要望を考慮して実りある

講演会を企画していきたいと考えています。

参加者との質疑応答
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【親睦会】
― 歯科技工士科―

５月11日（金）水戸市のグリーンボウルにて歯

科技工士科の学生主催による親睦会が行われまし

た。１学年９名、２学年11名、専任教員３名が参

加し、ボウリング大会という形での開催となりま

した。

個人及びチームでの上位者には景品も出るとい

うことで、それぞれが気合十分でゲームに臨みま

した。

普段は授業が忙しく、学年間の交流があまりな

い中で、この日はスポーツをしながら楽しく会話

もでき、ピンを倒すたびに歓声が上がるなど、日

頃の授業でのストレスを解消しながら親睦が深め

られたようです。

あっという間の時間でしたが、この日は授業か

ら解放され、楽しいひとときを過ごせました。体

と心を少しリフレッシュできたので、また新たな

気持ちで授業に取り組めるのではないかと思いま

す。

（文責　渡邉）
ストライクとれるかな？

ゲーム後に全員で記念撮影
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平成30年５月19日（土）午後３時より水戸市

「ホテルレイクビュー水戸」において、第18回日本

スポーツ・健康づくり歯学協議会及び幹事会が開

催されましたので、ご報告いたします。

日本スポーツ・健康づくり歯学協議会は、スポ

ーツ歯科の全国大会として次年度国民体育大会が

開催される都道府県が当番県として持ち回りで開

催しております。協議会の事務局は岩手県歯科医

師会が引き受けており、当番県と連携し、資料等

を作成していただいております。

まず、午後３時からの幹事会では、次に行われ

る協議会についての確認事項などが話し合われま

した。協議会は午後3時20分より同会場にて行われ

ました。司会進行は、協議会幹事長の鈴木卓哉先

生（岩手県歯科医師会）が行い、開会の辞を協議

会副会長の西脇孝彦先生（岐阜県歯科医師会）か

ら、挨拶は協議会会長の杉山義　先生（神奈川県

歯科医師会）と協議会大会長で当番県会長の森永

和男先生がそれぞれ行い、来賓挨拶は、日本学校

歯科医会会長の川本強先生、日本スポーツ歯科医

学会理事長の安井利一先生からいただきました。

また、福井県歯科医師会からは齋藤愛夫会長、

鹿児島県からは伊地知博史会長にもご出席をいた

だきました。

今回この協議会に参加した都道府県は41にのぼ

り、来賓の方々、講演会講師の先生を含めて85名

の先生方にご出席をいただきました。

報告として（１）平成29年度日本スポーツ・健

康づくり歯学協議会事業報告について、（２）日本

スポーツ・健康づくり歯学協議会役員について

（３）平成29年度日本スポーツ・健康づくり歯学協

議会会計収入収支決算について（４）第18回日本

スポーツ・健康づくり歯学協議会懇親会並びに

（一社）日本スポーツ歯科医学会　認定MG講習

（公社）茨城県歯科医師会マウスガード製作講習会

について（５）第19回日本スポーツ・健康づくり

歯学協議会開催県について　それぞれ報告がなさ

れました。

（５）の次期開催県については「いばらき国体」

の次期開催県の鹿児島県歯科医師会にお願いする

ことになりました。

次に国体報告ということで、昨年度国体開催県

の愛媛県歯科医師会理事　稲田雅仁先生より「笑

顔つなぐ　愛媛国体における県歯科医師会の取り

第18回日本スポーツ・健康づくり歯学協議会　茨城県開催報告

幹事会及び協議会・懇親会

いばらきスポーツ・健康づくり歯学協議会プロジェクトチーム委員会　委員長

荻野　義重
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組み」についての報告がなされました。

続いて、五輪報告として「平昌オリンピック報

告」について杉山義　先生より報告がなされまし

た。大会中は、救護所、ハイパフォーマンス・サ

ポートセンター等、東京オリンピック・パラリン

ピックに繋がる施設など歯科医師がオリンピック

に関わる事が多くなり、前回のリオオリンピッ

ク・パラリンピック以上のマウスガードの提供が

予想されることなどが紹介されました。

議事に移り、次期役員についてということで、

岩手県歯科医師会顧問　箱崎守男先生より次期会

長も現会長の杉山義　先生を選出する提案があり、

杉山先生からも承諾が得られたため、引き続き杉

山義　先生が会長を務めることで了承されました。

協議として箱崎守男先生より日本スポーツ・健

康づくり歯学協議会における今後の在り方につい

て説明がなされ、次期開催県である鹿児島県をも

って協議会を一旦終了する旨の発言があり、その

後の協議会開催については、今後検討することと

なりました。

その後の講演では「日本スポーツ界への貢献を

考える」をテーマに日本大学松戸歯学部特任教授

川良美佐雄先生が講演されました。選手は力を発

揮するときに強くかみしめながら競技を行ってい

るのだろうか？またよく言われているようにスポ

ーツを行っている選手は歯がだめになってしまう

のか？等、我々スポーツデンティストも学ばなけ

ればいけない内容の講演会でした。

午後６時予定より10分ほどタイムスケジュール

が遅れたものの、西脇孝彦先生の閉会の辞にて無

事、幹事会・協議会が終了しました。

その後、会場を移し、懇親会が開催されました。

森永和男先生、杉山義　先生よりご挨拶をいただ

き、次期開催県の鹿児島県歯科医師会会長の伊地

知博史先生より来年度の開催のお願いの言葉のあ

とで乾杯に移りました。

今年は、茨城県酒造組合にお願いして、様々な

銘柄の「茨城県の地酒」を用意していただくこと

ができ、初めて来県された先生方にもとても好評

でした。協議会が若干長引いたにもかかわらず、

各県の先生方と交流を図ることができました。貴

重な交流の時間も過ぎ、茨城県歯科医師会常務理
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平成30年５月20日（日）茨城県歯科医師会技工

士科実習室において、（一社）日本スポーツ歯科医

学会認定マウスガード（以下、MG）講習　（公

社）茨城県歯科医師会MG製作講習会が開催され

ました。

このMG講習会は日本スポーツ歯科医学会認定

MG講習会として、かながわスポーツ・健康づく

り歯学協議会の先生方にお願いをして、開催が実

現しました。現在、茨城県歯科医師会は、日本ス

ポーツ歯科医学会認定の施設基準を満たしていな

いため、単独開催はできませんが、日本スポー

ツ・健康づくり歯学協議会会長の杉山義　先生の

お計らいにより実現したものです。

本会では、来年度国体が開催されるにあたり、

MGの重要性などをアピールするため、国体強化

選手支援事業としてMGの提供を行います。昨年

度より「いばらきスポーツデンティスト養成講習

会」を開催し、本年４月１日付けで54名の先生方

を第１期「いばらきスポーツデンティスト」とし

て認定いたしました。

そこに日本体育協会公認スポーツデンティスト

として県内で認定されている７名（平成30年４月

１日現在）と第２期として今年度受講していただ

く先生方を加えた約70名で、いばらき国体に向け

て活動していきます。

事の小林先生より閉会の辞が述べられ、盛況のう

ちに閉幕となりました。

今回、茨城県歯科医師会が開催県となり１年前

から準備を進めてきました。準備にあたり茨城県

歯科医師会会長森永先生を始め、理事監事の方々、

いばらきスポーツ・健康づくり歯学協議会プロジ

ェクトチーム委員会の先生方、そして何より事務

局の川津さん・林さんにはこの場をお借りして改

めて感謝いたします。ありがとうございました。

（一社）日本スポーツ歯科医学会　認定マウスガード講習　
（公社）茨城県歯科医師会マウスガード製作講習会　報告

（一社）日本スポーツ歯科医学会認定
マウスガード製作講習会

いばらきスポーツ・健康づくり歯学協議会プロジェクトチーム委員会　委員長

荻野　義重
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今回のMG講習会では、前日にかながわスポー

ツ・健康づくり歯学協議会の先生方が咬合器にス

プリットキャスト法を行うことで、当日は、MG

の作成のみを行えるようにしていただきました。

本来この講習会は、ほぼ１日かけてスプリットキ

ャスト法にするまでの手順、咬合器付着とバイト

の取り方などを行います。

当日は杉山義　先生より「平昌オリンピック報

告」がなされ、かながわスポーツ・健康づくり歯

学協議会理事長の嶋村正博先生より本日の講習会

の説明と講師の先生方を紹介していただき、実習

に移りました。実習はマルチレイヤー（積層法）

として行い、講習を受けられた先生方の中にもマ

ルチレイヤーを行っている方もおり、スムーズに

実習を終えることが出来ました。最後に嶋村正博

先生より修了証が各自に手渡され、予定時間より

早く終わることが出来ました。

今回の講習に参加して、本会としても「日本ス

ポーツ歯科医学会認定」の施設基準をクリアし、

多くの先生方により良いMGの提供とスポーツ歯

学への取り組みを理解していただくよう努めたい

と思いました。また、技工士、衛生士の方々も含

めこれからのスポーツ歯学の普及に努めて行きま

す。
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水 戸
東西茨城
鹿 行
土浦石岡
つ く ば
県 南
県 西
西 南
準 会 員
計

会員数（前月比）支　　部

会 員 数

1種会員
2種会員
終身会員
準 会 員
合 　 計

118
144
154
70
103
174
123
179
154
103
5

1,327

－1

－1
＋1

＋1
±0

1,147名
49名
126名
5名

1,327名

平成30年5月31日現在

（社）珂北歯科医師会　 柴岡 永子

アンネフランクのバラ

千波湖（水戸市のオアシス） 男体山と中禅寺湖



発行日 平成30年 7月
発　行 茨城県歯科医師会　水戸市見和2丁目292番地
電　話 029（252）2561～2　FAX  029（253）1075
ホームページ http://www.ibasikai.or.jp/
E-mailアドレス id-05-koho@ibasikai.or.jp

発行人 渡辺　　進
編集人 柴岡　永子 

茨　歯　会　報

この会報には、環境に配慮して植物油インキを使用しております。
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